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一

問
題
の
所
在

三
井
、
三
菱
、
住
友
な
ど
総
合
財
閥
を
は
じ
め
、
古
河
、
浅
野
、
藤
田
、
大
倉
な
ど

産
業
財
閥
ま
で
、
鉱
業
に
利
潤
の
根
源
を
置

い
て
い
る
財
閥
は
多
い
。
し
か
し
、
三
大

財
閥
の
う
ち
、

史
料
が
比
較
的
、

公
開
さ
れ

て
い
る

三
井
の
場
合

は
と
も
か
く
、
三

菱
、
住
友
に
つ
い
て
は

不
明
な
部
分

が
あ
ま
り
に
も
多
す
ぎ
る
。

た
だ
、
さ
き
ほ
ど

『
三
菱
鉱
業
社
史
』
の
執
筆
に
加
わ
り
、
主

と
し
て
戦
前
の
三
菱
の
炭
鉱
業
を
担
当
し

た
経
験
か
ら
三
菱
の
炭
鉱
業
を
み
る
こ
と
は
、
同
時
に
財
閥
と
炭
鉱
業
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
報
告
を
お
ひ
き
う
け
し
た
次
第
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
じ
め
に
、
財
閥
と
鉱
業
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
学
界
状
況
に
若
干
触
れ
る

な
ら
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
従
来
は
、
政
商

(な
い
し
財
閥
)
は
産
業
資
本
の
対
立
物
と
し
て
の

「前

期
的
資
本
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
か
、
か
れ
ら
が
真

っ
先
き
に
進
出
す
る
生
産
分
野
で
あ

る
鉱
業
は

「原
始
産
業
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
か
で
あ

っ
た
。
前
者

の
考
え
は
、
明
治
絶

対
主
義
政
権
を
支
え
る
片
方
の
足
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
そ
の
立
場
を
と
ら
な
い
後
者

の
場
合
で
も
、
か
れ
ら
の
鉱
山

・
炭
鉱
進
出
は
官
業
払
下
げ
に
よ

っ
て
与
え
ら
れ
、
多

角
化
の
契
機
と
は
な

っ
た
が
、
そ
こ
に
技
術
体
系
上
の
関
連
性
は
み
い
だ
す
こ
と
が
で

き
な
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。ー

政
商
の
鉱
業
進
出
と
深
い
関
係
の
あ
る
官
業
払
下
げ
に

つ
い
て
ふ
れ
る
余
裕
は
な
い
が
、
財
閥
の
多
角
化
に
つ
い
て
は
、
三
井

・
三
菱
は
、
い

ず
れ
も
従
来
の
事
業
と
関
連
の
あ
る
業
種
か
、
従
来
の
経
験
に
よ
り
利
益
の
見
込
ま
れ

⑤

て
い
る
業
種

へ
進
出
し
た
と
い
う
反
論
が
最
近
、
な
さ
れ
て
い
る
。

銀
行

・
商
事
を

中
心
と
し
て
い
た

三
井
と
、

海
運
を
中
心
と
し
て
い
た

三
菱
と
で

は
、
鉱
業
な
い
し
炭
鉱
業

へ
の
進
出
の
経
緯
が
、多
少
異
な
る
。
そ
の
点
も
ふ
れ
た
い
。

し
か
し
三
大
財
閥
中
、
も

っ
と
も
前
期
的
な
体
質
を
も

っ
て
い
た
と
さ
れ
る
三
井
が
敗

戦
時
、
国
内
払
込
資
本
額
に
お
い
て
、
軽
工
業
分
野
で
は
製
糸
業
を
三
菱

へ
譲

っ
た
以

外
、

窯
業
、

繊
維
工
業
、

農
林

・
水
産

・
食
品
業
、

雑
業
の
全
産
業
で
第

一
位
を
占

め
、
重
工
業
分
野
で
も
金
属
工
業
で
住
友
に
、
機
械
器
具
工
業
で
三
菱
に
第

一
位
を
譲

っ
た
も
の
の
、
鉱
山

・
炭
鉱
業
、
造
船
業
、
化
学
工
業
で
圧
倒
的
な
差
で
第

一
位
を
占

⑧め
た

(も
っ
と
も
こ
の
と
き
、
鉱
山

・
炭
鉱
の
全
国
第

一
位
は
、
新
興
財
閥
の
鮎
川
"
日
産
に
移

っ
て
い
た
)
。
こ
の
こ
と
は
、
三
井
の
場
合
、
重
化
学
工
業
化

へ
の
契
機
と
し
て
三
池
炭

鉱
取
得
が
、
わ
ず
か
五
〇
年
間
で
大
樹
と
な
り
実
を
結
ん
だ
と
い
』え
る
。
そ
れ
と
と
も

に
、
石
炭
の
販
売
部
門
と
し
て
発
足
し
た
三
菱
商
事
に
つ
い
て
も
、
総
合
商
社
ま
で
発

展
し
た
の
は
後
述
す
る
よ
う
に
三
井
と
は
逆
の
方
向
で
あ
る
が
、
政
商

(財
閥
)
の
資

本
の
性
格
を
特
異
な

「前
期
的
資
本
」
概
念
で
処
理
し

つ
づ
け
る
こ
と
は
も
は
や
現
実

的
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
財
閥
を
、
三
井
家
、
岩
崎

(三
菱
)
家
、
住
友
家

と
い
う
家
産
で
捉
え
る
方
法
も
、
財
閥
の
存
在
が
遅
れ
て
資
本
主
義
化
を
と
げ
た
日
本

の
構
造
的
な
も
の
か
ら
生
ま
れ
た
現
実
か
ら
は
、
ご
く
初
期
段
階
は
と
も
か
く
、
後
期

に
な
る
と
三
井
と
か
三
菱
の
家
長
の
意
思
を
越
え
て
く
る
た
め
、
方
法
と
し
て
は
限
界

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

か
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
本
共
通
論
題
の
分
担
報
告
と
し
て
こ
こ
に
財
閥
と
炭
鉱
業
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を
扱
う
意
味
は
、
財
閥
の
多
角
化
、
ひ
い
て
は
財
閥
と
日
本
資
本
主
義
を
扱
う
こ
と
に

な
る
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
財
閥
の
資
本
の
源
泉
で
あ
る
同
分
野

へ
の

進
出
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
取

り
組
み
の
遅
れ
て
い
る
三
菱
の
炭
鉱
業
、
そ
れ
を
生
産
と
流
通
の
問
題
に
限
定
し
、
扱

う
時
期
も
、
明
治
初
年
か
ら

一
九
二
〇
年
こ
ろ
ま
で
に
限
る
こ
と
を
、
予
め
、
お
こ
と

わ
り
し
て
お
き
た
い
。

①

森
川
英

正
監
修
、
三
菱

鉱
業

セ
メ
ン
ト
、

一
九
七
六
年
。

②

「
所
謂
前
期
的
資
本
な
る
範

疇
に
つ
い
て
」
、
大
塚
久
雄

『
近
代
資
本
主
義

の
系
譜
』
、
弘
文

堂
、

一
九
五

一
年
。

③

柴
垣
和
夫

『
日
本
金
融
資
本
分
析
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
六
五
年
、

一
六
ペ
ー
ジ
。

④

小
林
正
彬

『
日
本

の
工
業
化
と
官
業
払
下
げ
』、
東
洋
経
済
新
報
社
、
近
刊
、
参

照
。

⑤

安
岡
重
明

「
日
本
財
閥

の
歴
史
的
位
置
」
、

『
日
本

の
財
閥
』
、

日
本
経
済
新
聞
社
、

一
九
七

六
年
。

⑧

持
株
会
社
整

理
委
員
会
編

『
日
本
財
閥
と
そ

の
解
体
②
』
、
原
書
房
復
刻
版
、

一
九
七
四
年

四
六
八
～
九
ペ
ー
ジ
。

m

三
島
康
雄

「
石
炭
輸
出
商
社

か
ら
総
合
商
社

へ
の
展
開
」
、
『
甲
南
経
営
研
究
』

=
二
巻

四
号

甲
南
大
学
、

一
九
七

三
年
三
月

。
宮
本
又
次
他

『
総
合
商
社

の
経
営

史
』
、
東
洋
経
済
新
報
社
、

一
九
七
六
年
、
所
収

三
島
論
文
も
参

照
。

⑧

安
岡
重
明

『
財
閥
形
成
史

の
研
究
」
、

ミ
ネ

ル
ヴ

ァ
書
房
、

一
九
七
〇
年
。

③

三
菱

に
つ
い
て
は
旗
手
勲

「
日
本
資
本
主
義

の
成
立
と
三
菱
財
閥
」、

『法
経
論
集

経
済

・

経
営
篇

』
七
七
号
、
愛

知
大
学
、

一
九
七
五
年
三
月
も
参

照
さ
れ

る
べ
き
で
あ

る
。

二

高
島
炭
鉱
譲
受
け
か
ら
三
菱
合
資
設
立
ま

で

三
菱
の
鉱
業
進
出
は
、
和
歌
山
の
新
宮
藩

所
領
、
万
歳

・
音
河
両
炭
鉱
を

一
八
七

一

年

(明
治
四
)
五
月
に
手
を

染
め
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

こ
れ
は
新
宮
藩

へ
九
十
九
商

会
が
汽
船
を
売

っ
た
が
、
そ
の
未
納
金
分
と
し
て
同
藩
が
租
借
権
を
同
商
会

へ
提
供
し

た
も
の
で
あ

っ
た
。

し
た
が
っ
て
岩
崎
弥
太
郎
は
受
身

で
あ
り
七
四

(明
治
八
)
年
九

月
の
、
三
菱

へ
の

「兼
業
禁
止
」
の
第

一
命
令
書
に
よ

っ
て
良
鉱
社
と
改
め
経
営
は
続

け
た
も
の
の
、
表
面
的
に
は
同
鉱
か
ら
手
を

ひ
い
た
。
し
か
し
、
七
三
年
、
デ
ン
マ
ー

ク
の
鉱
山
機
械
技
師
を
雇
入
れ
現
地
へ
派
遣
し
て
い
る
こ
と
に
、
そ
の
経
営
意
欲
は
認

め
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
定
の
利
潤
も
あ
げ
て
い
た
。
八

一
(明
治

一
七
)
年
六
月
、
同
鉱

は
三
菱
の
手
を
離
れ
た
が
、
良
鉱
社
の
名
を
襲

っ
た
別
の
経
営
者
が
、
九
七
年
ま
で
経

営
し
た
と
み
ら
れ
る
。

三
菱
の
場
合
、
む
し
ろ
、
こ
の
段
階
で
重
要
な
の
は
非
鉄
金
属
鉱
山

へ
の
積
極
的
進

出
で
あ
ろ
う
。

七
三

(明
治
六
)
年

一
二
月

入
手
し
た
岡
山
県

(当
時
、
小
田
県
)
吉
岡

銅
山
は
当
初

一
〇
四
坪
で
あ

っ
た
が
、
七
四
年
四
、

一
六

一
坪
、
七
八
年

一
三
万
八
、

○
○
○
坪
に
増
大
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
吉
岡
の
経
営
は
、
近
藤
廉
平

(
の
ち
、
日
本
郵

船
社
長
)
が
当

っ
た
が
、

近
藤

へ
弥
太
郎
が
語

っ
た
と
こ
ろ
と
し
て

「自
分

ハ
一
家
ノ

事
業
ト
シ
テ
将
来
益
々
鉱
山
事
業

二
力
ヲ
致
サ
ン
ト
欲
ス
。
最
近
生
野

・
佐
渡
両
鉱
山

払
下
ヲ
其
筋

二
願
出
置
キ
タ
リ
云
々
」
と
あ
り
、
七
六
年
、
弥
太
郎
が
両
山
払
下
げ
を

請
願
し
た
こ
と
は

「工
部
省
沿
革
報
告
」

に
記
さ
れ
て
い
る

(こ
の
と
き
は
不
許
可
、
二

曲

○
年
後
の
九
六
年
に
収
得
)
。

同
鉱
で
は
八

一
年

墾
岩
機
を
使
用
し
た
が
、

難
岩
機
を
最

初
に
使
用
し
た
官
営
佐
渡
金
山
と
同
じ
年
に
採
用
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

か
よ
う
に
、
政
商
ら
が
石
炭
よ
り
非
鉄
金
属
に
積
極
的
に
参
入
し
て
い
る
こ
と
は
、

明
治
政
府
が
財
政
収
支
上
、
金
銀
銅
の
獲
得
を
緊
急
と
し
て
お
り
、
そ
れ
に
照
応
し
た

動
き
と
い
え
る
が
、
三
菱
と
古
河
の
進
出
が
と
く
に
顕
著
で
あ
る

(表
-
、
参
照
y
。

当
時
、
政
府
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
の
石
炭
の
重
要
性
は
認
識
は
し
て
い
た
。

た
と
え
ば
、
官
営
釜
石
製
鉄
所
設
立
に
あ
た
っ
て
近
辺
で
石
炭
を
探
し
て
い
る
し
、
富

岡
製
糸
場
設
立
に
あ
た

っ
て
蒸
気
機
関
を
使
用
す
る
関
係
で
石
炭
が
近
辺
で
採
れ
る
こ

と
を
、
立
地
条
件
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、

釜
石
近
辺
で

石
炭
を

得
る
こ
と
が
で
き

ず
、
木
炭
を
使
用
し
た
結
果
、
溶
鉄
が
円
滑
に
い
か
ず
、
木
炭
貯
蔵
場
の
火
災
が
結
局

同
所
閉
鎖
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
ま
た
、
炭
鉱
の
官
収
そ
の
も
の
も
、
石
炭
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
軍
事
に
役
立
て
る
等
の
意
図
は
な
か

っ
た
。
三
池
炭
鉱
に
つ
い
て
は
七
三
年
、

柳
川
藩

・
三
池
藩
の
紛
争
に
介
入

し
た
か
た
ち
で
官
収
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

も

っ
と

も
、
そ
の
石
炭
は
官
営
釜
石
製
鉄
所
か
ら
官
営
長
崎
造
船
所
へ
、
航
行
の
蒸
気
船
用
石

炭
の
供
給
を
期
待
さ
れ
て
は
い
た
が
、
こ
れ
は
す
ぐ
海
外
輸
出
用
と
さ
れ
た
。
高
島
炭

鉱
に
つ
い
て
も
、
外
資
排
除
の
視
点
か
ら
の
み
、
七
四
年
官
収
し
た
が
、

=

カ
月
で

q◎

後
藤
象
二
郎

へ
払
下
げ
、
こ
の
間
、
政
府
の
設
備
投
資
は
皆
無
に
近
い
。
た
だ
、
わ
ず



か
に
、
明
治

一
〇
年
代
に
な

っ
て
官
収
し
た

(七
八
年
)
油
戸
炭
鉱

の
み
は
、

釜
石
製

鉄
所
と
佐
渡
金
山
の
燃
料
供
給
を
期
待
さ
れ

て
い
た
と
い
う
意
味
で
重
要
で
あ
る
。
し

か
し
、
当
時
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
で
き
る
ほ
ど
の
産
出
を
み
な
い
う
ち
に
釜
石

は
払
下
げ
ら
れ
、
油
戸
自
身
も
払
下
げ
ら
れ

て
し
ま

っ
た
。

鉱
山
王
有
制
の
典
型
と
さ
れ
る

「
日
本
坑
法
」
(七
三
年
七
月
)
公
布
は
、

本
国
人
主

義
を
標
榜
し
た
点

で
高
島
炭
鉱
買
収
の
有
力

な
手
段
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
封

建
社
会

に
お
い
て
幕
府
諸
藩
が
行
な

っ
て
い
た
鉱
業
政
策
と
何
ら
変
り
な
い
も
の
と
す

る
点
は
疑
問
で
あ
る
。

ま
た
、

プ

ロ
イ
セ
ン

の
鉱
業
政
策
を

ま
ね
た
も
の
と
さ
れ
る

が
、
わ
が
国
で
は
、

官
僚
が
鉱
山
を

経
営
す
る

「鉱
山
官
僚
」

を
生
み
だ
し
て
い
な

い
。
む
し
ろ
、
明
治
官
僚
は
民
間
の
こ
の
分
野

へ
の
進
出
を
、
促
進
は
し
て
も
阻
止
し

た
事
実
は
な
い
。
官
営
鉱
山
は
ほ
ぼ

一
〇
カ
所
で
止
め
ら
れ
、
表
1
で
み
る
よ
う
に
、

金
銀
銅

へ
の
民
間
の
進
出
は
政
商
中
心
に
活
発
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
段
階
で
の
炭
鉱

へ
の
進
出
は
、
三
菱
の
独
壇
場

で
あ
る
。
そ
の
き

っ
か
け
を
な
し
た
高
島
炭
鉱
の
譲
受

け
に
、
ま
ず
ふ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

高
島
炭
鉱
は
、
後
藤
象
二
郎
を
政
界
に
復
帰
さ
せ
る
た
め
に
福
沢
諭
吉
に
よ

っ
て
計

画
さ
れ
、
大
隈
重
信
の
仲
介
も
あ

っ
て
岩
崎
弥
太
郎
に
引
受
け
さ
せ
た
こ
と
は
周
知
の

通
り
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
こ
で
も
三
菱
は
受
身
で
あ
る
。
し
か
し
、
弥
太
郎
が

高
島
の
譲
受
け
に
ふ
み
き

っ
た
の
は

「営
業
中
暗
々
本
業
ト
相
互
ケ
利
益
ヲ
得

ル
コ
ト

勘
カ
ラ
ズ
」

と
い
う
点

に
あ

っ
た
。
本
業

(海
運
業
)
か
ら
み
て
、

す
べ
て
の
点
で
高

島
を
引
受
け
る
こ
と
は
有
利
と
い
う
判
断
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
後

藤
が
借
り
て
い
た
外
国
船
は
高
島
か
ら
石
炭
を
直
輸
出
で
き
ず
、
必
ず
長
崎
港

へ
寄
港

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
規
則
に
し
ば
ら
れ
る
が
、
外
国
船
排
除
に
よ

っ
て
直
輸
出
が
可

能
と
な
る
。
次
に
、
後
藤
の
債
権
者
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン

・
マ
セ
ソ
ン
が
、
石
炭
の
販
売
か

ら
得
て
い
た
口
銭
は
弥
太
郎
の
手
に
入
る
。
ま
た
、
同
時
に
外
国
船
が

「
我
郵
船
ノ
貨

物
ヲ
奪

ヒ
去

ル
ノ
患
ヲ
免
」
れ
る
。
そ
し
て
、
日
本
の
最
南
端
に
あ
る
高
島
の
石
炭
を

輸
送
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
冬
季
の
閉
港
が
大
船
を
遊
ば
せ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
現

状
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
上
、
海
運
業
者
と
し
て
の
三
菱
は
、
福
沢
の
書
翰
中
で

「買
炭
第

一
の
客
人
」

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
高
島
譲
受
け
の
八

一
年
の

一
月
段
階
で
、
燃
料
炭
不
足
の
事
態
に
陥

っ
て
い
た
。
横
浜
支
社
支
配
人
吉
川
泰

二
郎
か
ら
長
崎
支
社
支
配
人
岩
永
省

一
宛
、
同

年

一
月
五
日
付
書
翰
は

「
先
般
来
度
々
電
報
ヲ
以
テ
坑
炭
御
回
漕
方
御
依
頼
申
上
候
訳

ハ
近
来
当
港

(横
浜
)
出
入
ノ
船
舶
殊
ノ
外
彩
多
ト
相
成
候
て
就
而

ハ
需
用
ノ
塊
炭

モ

其
額
ヲ
増
シ
」
と
い
う
書
き
だ
し
で
始
ま
り

「
右
ノ
事
情
篤
ト
御
推
察

ノ
上
続

々
御
廻

送
方
御
取
計
ノ
程
伏
而
御
依
頼
申
上
候
也
」
と
結
ん
で
い
る
。

こ
れ
よ
り
先
、
弥
太
郎
は

「
高
島
炭
坑
利
益
見
込
」
の
中
で
、
高
島
が
今
後
産
出
す

る
石
炭
を

一
五
〇
万
ト
ン
と
推
定
し
、
年

一
九
万
ト
ン
で
七
年
と
○

・
九
力
年
で
掘
尽

す
と
し
た
。
ト
ン
当
り
純
益
は
七
五
銭
で
計

=

二
万
余
円
が
高
島
か
ら
得
ら
れ
る
純

益
と
み
な
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
後
藤
か
ら
引
継

い
だ
負
債
は
、
外
債

一
般
負
債
と
も
六

〇
万
余
円
お
よ
び
後
藤
が
大
蔵
省

へ
納
付
す
る
は
ず
で
延
納
し
て
い
た
年
賦
金
総
額
二

六
万
円
近
く
が
あ

っ
て
、
引
継
ぎ
ま
で
に
後
藤
に
負
債
六
〇
万
円
を
返
還
さ
せ
る
こ
と

に
な

っ
て
は
い
た
が
、
大
幅
な
損
失
と
な
る
勘
定
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
高

島
引
継
ぎ
を
決
意
さ
せ
た
も
の
は
、
高
島
の
諸
施
設

・
地
所
よ
り
も
前
述
の
海
運
業
と

の
関
連
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
て
、
三
菱
に
よ
る
高
島
炭
鉱
の
買
収
は

一
八
八

一
(明
治

一
四
)
年
三
月
、
終

了
し
た
。
そ
し
て
、
同
年
四
月

一
日
、

「後
藤
炭
坑
商
局
」
は

「高
島
炭
坑
事
務
所
」

と
改
称
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
た
ん
な
る
改
称
で
は
な
か

っ
た
。
同
日
付
で
の

「
高
島
炭

坑
事
務
、所
役
員
心
得
」
制
定
は
、
後
藤
時
代
の
旧
慣
習
を
す
べ
て
払
拭
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の

「役
員
」
と
は
事
務
職
員
の
こ
と
で
あ
る
が
、
勤
怠
簿
が
四
月

一
五
日
か
ら
、
出
勤
簿
が

一
八
日
か
ら
設
け
ら
れ

「積
金
規
則
」
で
社
内
預
金
が
強
制

さ
れ
、
移
動
に
つ
い
て
の
聞
接
統
制
の
役
割
を
果
す
こ
と
と
な

っ
た
。
公
私
混
同
も
、

き
び
し
く
規
制
さ
れ
た
。

さ
ら
に
規
則
は
日
雇

に
及
び
、
六
月

一
日
よ
り

「
各
日
傭
者
着
到
心
得
」
が
き
め
ら

れ
、
就
業
規
則
を
守
る
こ
と
が
徹
底
さ
れ
た
。
鉱
夫
に
つ
い
て
も
八
二
年
四
月
に
は
三

名
が
解
雇
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は

「
右

ハ
昨
三
番
方
事
業
先

二
於
テ
ラ
ン
プ
ヲ

消
シ
睡
眠
セ
シ
ヲ
以
テ
解
傭
申
付
候
爾
後
各
係

へ
御
傭
入
無
之
様
為
念
御
通
知

ニ
オ
ヨ

ビ
致
候
也
」
と
あ
る
。
人
員
縮
小
が
は
か
ら
れ
て
い
た
折
で
も
あ
り
、
不
良
鉱
夫
は
居

眠
り
を
し
た
だ
け
で
解
雇
さ
れ
る
き

っ
か
け
を
作

っ
た
。

社
長
岩
崎
弥
太
郎
は
こ
の
年
五
月
、
長
崎
支
配
人
岩
永
宛
、
物
価
騰
貴
の
た
め
、
船



舶
の
運
賃
二
割
引
上
げ
を
求
め
、
そ
れ
に
つ
づ
け
て

「経
営
ヲ
節
減
シ
会
計
ヲ
維
持

ス

ル
ノ
含

二
テ
已

二
過
日

ハ
拙
者
ヲ
初
メ
社
員

ノ
減
給
ヲ
通
達
シ
云
々
」
(『明
治
一
四
年
本

社
来
翰
長
崎
支
社
』)
と
記
し
た
。
こ
う
し
て
、
松
方
デ
フ
レ
突
入
に
加
え
て
イ
ン
フ
レ
、

そ
し
て
、
こ
の
年

一
〇
月
の

「
明
治

一
四
年

の
政
変
」
な
ど
の
経
営
環
境
悪
化
が
、
前

述
の
規
則
強
化
策
を
と
ら
せ
た
の
で
あ
り
、
会
社
側
の
も

っ
と
も
新
し
い
合
理
化
と
、

も

っ
と
も
古
い
納
屋
制
度
に
は
さ
ま
れ
て
、
鉱
夫
は
、
か
の

「高
島
炭
鉱
事
件
」
を
ひ

き
お
こ
さ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

高
島
を
後
藤
か
ら
譲
受
け
た
の
ち
の
出
炭
量
は
、
表
2
に
よ
る
よ
う
に
漸
増
は
し
て

い
る
が
、
不
景
気
で
生
産
の
抑
制
に
つ
と
め

た
こ
と
も
あ

っ
て
、
弥
太
郎
の
い
う
約
八

力
年
、
す
な
わ
ち

一
八
八
八
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
低
落
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
間
の
出

炭
は
弥
太
郎
の

予
想
し
た

一
五
〇
万
ト
ン
よ
り
五
〇
万
ト
ン
余
り
多
か

っ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
は
高
島
本
島
に
つ
い
て
で
あ
る
。

や
が
て

一
八
九
九
年
よ
り
海
底
に
二
竪
坑

を
掘
り
出
炭
量
を

回
復
し
、

一
九

一
七

(大
正
六
)
年
ま
で
に
実
に
譲
受
け

以
来
六
〇

〇
万
ト
ン
を
産
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
譲
受
け
た
八

一
年
四
月
、
ト
ン
当
り
四

円
六
四
銭
で
あ

っ
た
石
炭
原
価
は
、
八
七
年

の
記
録
で
は

一
円
三
二
銭
余
と
、
三

・
五

分
の

一
に
下

っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
高
島
を
基
地
と
し
て
、
そ
の
近
辺
に
点
在
す
る

伊
王
島

.
中
ノ
島

・
二
子
島

・
松
島

・
端
島

・
横
島
等
を
買
収
し
て
、
こ
の
方
面

へ
の

進
出
は
九
四
年
で
終
わ
り
を
告
げ
た
。

以
後
、
三
菱
は
福
岡
県
の
筑
豊
炭
田
へ
進
出
し
て
い
く
が

(表
3
、
参
照
)、
そ
の
拠

点
と
な

っ
た
の
は

一
八
八
九
年
三
月
の
新
入
、
四
月
の
総
田
両
炭
鉱
で
あ
る
。
新
入
に

つ
い
て
は
、
三
野
村
利
助
の
所
有
し
て
い
た
鉱
区
と
、
中
山

・
植
木
鉱
区
が
あ

っ
た
。

後
者
は
海
軍
予
備
炭
田
の
選
定
鉱
区
に
関
す
る

一
切
の
権
利
を
、
川
村
純
義
元
海
軍
卿

が
三
菱

へ
譲
渡
す
る
と
い
う
形
を
と

っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
譲
渡
契
約
書
第

一
条
に
は

「
甲

(川
村
)
は
乙

(岩
崎
)
ノ
鉄
業
ノ
計
画
ヲ
賛
成
シ
」
そ
の
燃
料
と
し
て
こ
の
石
炭

鉱
区
を
譲
る
と
あ

っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
、
三
菱
は
製
鉄
業

へ
の
り
だ
さ
な
か

っ
た
。

次
に
、
総
田
に
つ
い
て
は
、
買
収
時
、
生
産
施
設
が
貧
弱
で
あ

っ
た
も
の
を
大
幅
に

技
術
改
良
を
行
な

っ
た
。
石
炭
運
搬
の
エ
ン
ド
レ
ス

・
ロ
ー
プ
、
悪
疫
予
防
の
た
め
の

蒸
溜
水
製
造
機
、
選
炭
機
械
、
安
全
燈
、
扇
風
機
な
ど
、
三
菱
で
も
初
め
て
の
機
械
設

備
が
九
三
年
ご
ろ
ま
で
に
採
用
さ
れ
た
。

と
く
に
採
炭
法
に
長
壁
式
を
採
用

(
一
八
九

一
)
し
た
の
は
、

わ
が
国
初
あ
て
で
あ
り
、
炭
層
が
薄

い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
量

の
石
炭
採
掘
が
可
能
と
な

っ
た
。
新
入
は
鉱
区
が
入
り
組
ん
で
い
る
た
め
ト
ラ
ブ

ル
も

多
く
、
機
械
の
採
用
も
遅
れ
た
が
、
総
田
は
そ
う
い
う
こ
と
が
な
い
た
め
、
三
菱
は
こ

れ
に
全
力
を
投
じ
た
。

こ
う
し
て
、
鯰
田

は

一
八
九
四

(明
治
二
七
)
年
～

一
九
〇
八

(明
治
四

一
)
年
の
収
益
が
、

三
菱
全
炭
鉱
収
益
の
二
八

・
九
%
を
占
め
、
第

一
位
と
な

っ
た
。
二
位
以
下
は
端
島
(二
五
・
五
%
)
、
新
入

(
一
七

・
六
%
)
、
高
島
(
一
七

・
五
%
)
、

相
知

(
一
〇

・
五
%
)
の
順
で
あ

っ
た
。

一
八
九
四
～

一
九

一
八

(大
正
七
)
年

に
お
い

て
も
、
総
田
は
第

一
位

で
、
三
二

・
五
%
の
収
益
を
占
め
た
。
二
位
は
相
知
の

一
六

・

四
%
で
あ

っ
た
。
鯰
田

の
場
合
、

一
八
九
七
年
に
欠
損
を
だ
し
た
以
外
は
黒
字
で
あ
る

が
、
新
入
が
欠
損
を
明
治
末
～
大
正
初
期
に
出
し
て
い
る
こ
と
と
対
照
的
で
あ

っ
た
。

鯰
田

も
新
入
も
、
明
治
末
期
に
は
四
〇
万
ト
ン
の
年
産
を
示
す
に
い
た

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
北
九
州
の
筑
豊
炭
田
に
重
点
を
移
し
た
三
菱
の
炭
鉱
業
は
、
炭
坑
事

務
所
が
長
崎
に
あ

っ
た
の
で
は
九
州
各
炭
鉱
を
統
轄
す
る
上
で
無
理
が
あ
る
。
そ
こ
で

福
岡
県
直
方
町
の
新
入
炭
鉱
構
内
に
事
務
所
を
移
し
た
(
一
八
九
〇
年

一
二
月
)
。
さ
ら
に

翌
年

=

月
、
新
入
か
ら
若
松
に
事
務
所
は
移
さ
れ
た
。
そ
れ
は
こ
の
年
、
筑
豊
興
業

鉄
道
の
若
松
～
直
方
間
開
通
に
伴
い
、
若
松
が
石
炭
集
荷
の
枢
要
地
点
に
の
し
あ
が

っ

た
た
め
で
あ
る
。

⑳

『
近
藤
廉
平
伝

並
遺
稿
』
お
よ
び

『
明
治
前
期
財
政

経
済
史
料
集
成

』

第

一
七
巻
、

改
造

社
、

一
九
三

一
年
、
六

ニ
ペ
ー
ジ
。

⑳

小
林
正
彬

「
佐
渡

・
生
野
両
鉱
山
、
大
阪
製
煉
所

の
払
下
げ
」
「
同

(補
遺
)
」、

『
経
済
系
』

一
〇
四
、

一
〇

五
集
、
関
東
学
院
大
学
、

一
九

七
五
年
六
月
、

九
月
。

働

拙
稿

「
釜
石
製
鉄
所

の
払
下
げ
」
、
『
経
済
系
』

一
〇
六
集
、

一
九
七
五
年

一
二
月
。

㈱

拙
稿

「
富
岡
製
糸
所

の
払
下
げ
」
、
『
経
済
系
』

一
〇
九
集
、

一
九
七
六
年
九
月
。

働

拙
稿

「
高
島
炭
坑
に
お
け

る
官
収
と
払
下
げ
」
、
『
経
済
系
』

一
〇

一
集
、

一
九
七
四
年

一
〇

月
。

㈲

隅
谷

三
喜
男

『
日
本
石
炭
産
業
分
析
」
、
岩
波
書
店
、

一
九
六
八
年
、

一
〇

三
～
五

ペ
ー
ジ
。

㈲

福
鷹
健

「
ド
イ

ツ
産
業
化
と
官
僚
」
、

『経
営
史
学

』
六
巻

一
号
、

一
九
七

一
年

一
〇
月
。

働

三
菱
合
資
会
社

『
社
誌
』
第
八
巻
、

一
九

一
八
年
、

一
〇

二
～
三

ペ
ー
ジ
。



⑬

『明
治

一
四
年
間
本
社
来
翰
長
崎
支
社
』
、
岩
崎
弥
太
郎
弥
之
助
伝
記
編
纂
会
所
蔵
史
料

。

⑬

よ
り
詳
し
く
は
、
拙
稿

「
高
島
炭
坑
に
お
け
る
三
菱
買
収
の
意
義
」
、
『
経
済
系

』

一
〇

二

.

一
〇
三
集
、

一
九
七
五
年
三
月
、
参
照
。

⑳

『
明
治

二
十

二
年
大
記
録

第

六
輯
』
、
編
纂
会
所
蔵
。

三

三
菱
合
資
設
立
か
ら
三
菱
鉱
業
設
立
ま
で

三
菱
の
鉱
山

・
炭
鉱
の
組
織
は
、

一
八
九

三

(明
治
二
六
)
年
七
月

商
法
改
正

に
よ

り
三
菱
合
資
会
社
が
翌
年

一
月
か
ら
発
展
し

て
発
展
を
遂
げ
た
。
す
で
に

一
八
八
五
年

七
月
以
降
、
日
本
郵
船
に

合
併
さ
せ
ら
れ
た

三
菱
は
、

海
運
業
務
を

放
棄
さ
せ
ら
れ

「海
よ
り
陸

へ
」

移

っ
て
い
た
が
、

合
資
は

「会
社
ノ
目
的

ハ
鉱
山
稼
行
、

鉱
物
売

買
、
船
舶
所
有
、
船
舶
機
関
機
械
工
物

ノ
新
造
修
理
、
土
地
家
屋
ノ
賃
貸
ヲ
為
ス
二
ア

リ
」
と
し
て
い
た
。
こ
の
定
款
の
記
述
の
順

序
か
ら
三
菱
は
鉱
業
を
主
体
と
し
て
い
る

こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
事
実
、
収
益
の
大
部
分
が
そ
れ
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
は
後
述

す
る
通
り
で
あ
る
。

新
会
社
の
事
務
所
は
当
時
、
鉱
山
で
は
吉
岡
、
尾
去
沢
、
面
谷
、
槙
峰
、
炭
鉱
で
は

高
島
、
鯰
田

、
新
入
、
碓
井
、

端
島
、

そ
れ
と
三
菱
造
船
所
、

長
崎
支
店
、

若
松
支

店
、
大
阪
支
店
、

下
関
支
店
、

新
潟
事
務
所

と
な

っ
て
い
る
。

新
会
社
は
、
こ
の
ほ

か
、
第
百
十
九
国
立
銀
行

・
千
川
水
道
会
社
を
管
理
下
に
お
い
て
い
た
。
そ
し
て
、

一

八
九
六

(明
治
二
九
)
年
二
月
、

売
炭
部
が
設
立
さ
れ
、

各
支
店
で
社
炭
の
販
売
を
行

な
う
よ
う
に
な

っ
た

(
の
ち
、
相
知
炭
鉱
の
売
炭
の
た
め
唐
津
支
店
が
、
大
夕
張
炭
坑
会
社
の

売
炭
引
受
け
か
ら
小
樽
支
店
が
設
置
さ
れ
た
)
。

同
年

一
〇
月
に
は
、
鉱
山
部
が
設
立
さ
れ

た
。
佐
渡

・
生
野
両
鉱
山
、

大
阪
製
煉
所
払
受
け
に
伴

っ
た
機
構
改
革
と
も

み
ら
れ

る
。
鉱
山
部
は
鉱
山
だ
け
で
な
く
炭
鉱
を
も
総
括
し
た
。
こ
の
ほ
か
銀
行
部
が
百
十
九

銀
行
を
継
承
し
て
九
五
年

一
〇
月
、
設
立
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
売
炭
部

・
鉱
山
部
設
立
に
よ

っ
て
、
生
産
部
門
と
流
通
部
門
が
初
め
て
組
織
的

に
分
離
さ
れ
た
。
売
炭
部
は
、

一
八
九
九
年
営
業
部
と
改
称
さ
れ
、
社
外
炭
も
取
扱
う

こ
と
に
な

っ
た
。

一
九
〇
六

(明
治
三
九
)
年

に
鉱
山
部
と
合
併
、
鉱
業
部
と
な

っ
た
の

ち
、
再
び

一
九

一
一
年
に
分
離
、
営
業
部
と
な

っ
た
が
、
こ
れ
が
三
菱
商
事
の
前
身
で

あ
る
。
売
炭
部

・
営
業
部
は
、

社
外
炭
の
買
入
契
約
、

一
手
販
売
契
約
な
ど
を
通
じ

て
、
や
が
て
買
収
ま
で
進
む
が
、
こ
う
し
て
、
九
州
炭
砿
汽
船
の
経
営
に
な
る
崎
戸
炭

鉱
、

大
夕
張
炭
坑
株
式
会
社
の
買
収
、
美
唄
炭
鉱
の
買
収
な
ど
が
推
進
さ
れ
た

(
こ
の

点
、
三
井
が
物
産
と
銀
行
を
両
輪
と
し
て
買
収
を
進
め
る
点
と
や
や
異
な
る
)
。
三
菱
の
場
合
、

内
地
で
は
新
鉱
を
開
発
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、買
収
策
で

一
貫
し
て
い
る
。
"
筑

豊
御
三
家
"
さ
え
も
三
菱
や
三
井
の
え
さ
で
あ

っ
た
。
な
お
、
香
港
な
ど
を
通
じ
て
海

外
売
炭
も
さ
か
ん
で
、
社
炭
総
売
炭
量
の
二
三

・
一
%

(わ
が
国
総
出
炭
の
一
四
.
三
%
)

を
占
め
た
。

一
九

一
五

(大
正
四
)
年

の
こ
と
で
あ
る
。

か
よ
う
に
し
て
三
菱
は
三
井
と
並
ん
で
石
炭
の
生
産
、
流
通
に
お
い
て
高
い
支
配
率

を
示
す
こ
と
に
な
る
。
明
治
末
期
の

一
九

一
〇
年
に
お
け
る
出
炭
シ
ェ
ア
ー
は
表
4
の

通
り
で
あ
り
、
両
者
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
ま
た
海
軍
炭
田
の
解
放
直
後
、
三
池
炭
鉱
を

払
受
け
た
三
井
が

一
五
年
の
年
賦
金
の
重
圧
に
あ
る
と
き
、
新
入

.
鯰
田
炭
鉱
を
買
収

し
た
三
菱
は
、

表
5

の
示
す
通
り
、

一
八
九
二
、
九
四
年
の

二
年
だ
け

三
井
を
抜
い

た
。
し
か
し
、

一
九
〇
二
年
年
賦
金
を
支
払
い
終

っ
た
三
井
が
三
池
築
港
に
と
り
か
か

る
な
ど
本
腰
を
入
れ
る

一
九
〇
〇
～

一
〇
年
、
三
菱
は
三
井
の
半
額
を
お
さ
え
ら
れ
る

に
す
ぎ
な
い
。

一
九

一
〇
年
代
、
唐
津
炭
田
、
北
海
道
進
出
で
や
や
追
い
あ
げ
る
が
、

三
井
の
業
界
第

一
位
は
揺
ら
ぐ
こ
と
が
な
い
。

た
だ
、
こ
の
時
期
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
転
換
と
い
う
意
味
で
三
菱
に
と

っ
て
画
期
的
な

こ
と
は
、

牧
山
骸
炭
製
造
合
資
会
社

を

一
八
九
八

(明
治
三
一
)
年
九
月
買
収

し
た
こ

と
で
、
製
出
さ
れ
た
コ
ー
ク
ス
は
す
べ
て
槙
峰
鉱
山
銅
製
煉
用
に
宮
崎
県
延
岡

へ
送
ら

れ
て
い
た
。
や
が
て
日
露
戦
争
で
コ
ー
ク
ス
は
八
幡
製
鉄
所

へ
専
用
線
を
使

っ
て
搬
入

さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
原
料
の
石
炭
は
高
島
粉
炭
を
使
用
し
て
い
た
。
や
が
て
販
路

を
大
阪

へ
も
拡
張
し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
製
出
す
る
ガ
ス
を
利
用
し
て
成
立
し
た
の

が
旭
硝
子

(
一
九
〇
八
H
明
治
四
一
年
)
で
あ
る
。

も

っ
と
も
、

副
産
物
の
タ
ー
ル
を
日

本
タ
ー
ル
工
業
と
し
て
独
立
さ
せ
る
の
は
か
な
り
遅
れ
て

一
九
三
四

(昭
和
九
)
年
で

あ
る

(の
ち
三
菱
化
成
へ
)。

一
九
〇
八
年

一
〇
月
に
は
、
鉱
業
部
の
事
務
は
鉱
山

.
炭
坑

.
営
業
の
三
部
に
分
け

ら
れ
、

一
九
四
四
年

一
月
、
従
来
の
銀
行
部

・
造
船
部

・
庶
務
部
の
ほ
か
、
鉱
業
部
が

分
離
さ
れ
て
鉱
山
部
と
営
業
部
の
二
部
と
な
り
、
地
所
部

・
内
事
部
が
新
た
に
設
置
さ



れ
て
七
部
制

と
な

っ
た
。

さ
ら
に

一
九

一
二

(大
正
一
)
年

一
〇
月
、

既
設
七
部
の
ほ

か
に
炭
坑
部
が

設
立
さ
れ

北
海
道
進
出
の
態
勢
が
と
と
の
え
ら
れ
た
。

や
が
て
鉱
山

部

.
炭
坑
部
が
合
併
し
て

一
九

一
八

(大
正
七
)
年

の
三
菱
鉱
業
株
式
会
社

と
な
り
、

三
菱
造
船
、

三
菱
銀
行
、

三
菱
商
事
の
ほ
か
、
製
鉄
、

倉
庫
、
電
機
、

海
上
火
災
保

険
、
内
燃
機
製
造
な
ど
が
独
立
、
合
資
を
持
株
会
社
と
す
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
化
が
完
成

す
る
。

三
菱
鉱
業
設
立
後
の
問
題
と
し
て
は
、
従
来
の
営
業
部
が
独
立
し
て
三
菱
商
事
と
な

っ
た
た
め
委
託
し
て
い
た
石
炭
を
ふ
く
む
生
産
物
販
売
権
が
商
事

へ
移
管
さ
れ
て
い
た

も
の
を
、

一
九
二
四

(大
正
一
三
)
年
四
月

、
三
菱
鉱
業
に
と
り
も
ど
し
自
営
と
し
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
、
昭
和
期
、
樺
太

へ
の
進
出
に
伴
い
、
三
菱
合
資
と
の
折
半
出

資
で
、
三
菱
石
炭
油
化
工
業
を

一
九
三
七

(昭
和

一
二
)
年
、
資
本
金
二
、
○
○
○
万
円

で
設
立
し
、
幌
内
炭
を
使

っ
た
人
造
石
油
製
出

へ
の
り
だ
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
は
鉱
業
研
究
所

(
一
九
一
七
年
設
立
)
の
技
術
が
あ
ず
か

っ
て
い
る
が
、
生
産

面
で
の
成
功

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

営
業
面
で
損
失
を
重
ね
た

(
の
ち
一
九
四
四
年
、
帝
国

燃
料
興
業
へ
譲
渡
)
。

最
後
に
、

一
八
九
七
年

(明
治
三
〇
)
七
月

実
現
し
た

高
島
炭
鉱
に
お
け
る
納
屋
制

度
の
廃
止
に
つ
い
て
言
及
し
よ
う
。
こ
れ
は

一
〇
年
前
の

「高
島
炭
鉱
事
件
」
の
際
、

鉱
夫
か
ら
要
求
さ
れ
た
こ
と
の
実
行
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
三
菱
の
会
社
に
よ
る
管
理
を

強
め
る
結
果
と
な
り
、
日
用
品
の
定
価
販
売
、
鉱
夫
募
集
に
つ
い
て
の
介
入
な
ど
が
行

な
わ
れ
た
。
最
新
技
術
の
導
入
と
と
も
に
、

こ
の
規
制
は
鮒
田
の
鉱
夫
の
定
着
率
を
極

端
に
悪
く
し
た
と
い
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
納
屋
制
度
の
廃
止
は
各
炭
鉱
に
直
ち
に
及
ん

だ
わ
け
で
な
い
。
総
田
で
は
納
屋
制
度
、
世
話
方
鉱
夫
制
度
、
直
轄
制
度
が

一
九

一
四

(大
正
三
)
年
ま
で
混
在
し
、
筑
豊
で
こ
れ
を
全
面
的
に
廃
止
し
た
の
は

一
九
二
九

(昭

和
四
)
年

一
月
で
あ

っ
た
。

三
菱
の
場
合
、
炭
鉱
ご
と
に
そ
の
地
域
に
適
し
た
労
務
管

理
を
と
る
こ
と
で
利
潤
を
追
求
し
て
お
り
、

そ
れ
こ
そ
資
本
の
論
理
で
あ
り
、
納
屋
制

度
の
存
在
で
体
質
の
古
さ
を
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

四

財
閥
と
炭
鉱
業
i

三
井
と
比
較
し
て

以
上
、
主
と
し
て
三
菱
に
つ
い
て
炭
鉱
経
営
の
動
き
を
み
て
き
た
。
三
菱
の
炭
鉱
着

手
は
受
身
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
海
運
業
と
の
関
連
で
高
島
炭
鉱
を
譲
受
け
る
と
、
そ

れ
を
拠
点
と
し
て
九
州
炭
田
に
三
井
に
次
ぎ
、
君
臨
し
、
の
ち
、
北
海
道
へ
も
進
出
し

た
。
と
こ
ろ
が
三
菱
は
、
三
井
三
池
の
よ
う
な
巨
大
炭
鉱
を
も

っ
て
い
な
か

っ
た
こ
と

と
、
逆
に
吉
岡
鉱
山
を
早
く
か
ら
経
営
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
非
鉄
金
属
鉱
山

へ
の
進

出
が
著
し
い
こ
と
が
そ
の
特
徴
を
な
し
て
い
る
。

(な
お
、
敗
戦
直
前
の
一
九
四
三
年
に
年

一
〇
〇
万
ト
ン
以
上
産
出
の
炭
鉱

一
〇
の
う
ち
、
三
井
は
五
を
所
有
、
三
菱
は
二
、
ま
た
五
〇
万

以
上

一〇
〇
万
ト
ン
未
満
の
炭
鉱

一
七
の
う
ち
、
三
井
の
所
有
が
三
に
対
し
て
三
菱
は
八
で
あ
り
、

三
菱
が
中
規
模
炭
鉱
を
多
く
所
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。)
表
6

に
よ

っ
て

三
菱
と
三
井

を
比
較
す
る
と
、
三
菱
は
鉱
山
が

一
九
〇
〇
年
以
降
は
収
益
の
中
心
を
占
め
て
い
く
の

に
対
し
、
三
井
の
場
合
、
炭
鉱
の
占
め
る
比
重
、
と
く
に
三
池
か
ら
の
収
益
は
鉱
山
収

益
の
三
分
の
二
と
圧
倒
的
で
あ
る
。
三
井
は
非
鉄
鉱
山
と
し
て
神
岡
鉱
山
を
も

っ
て
は

い
る
が
、
炭
鉱
収
益
に
重
点
を
お
い
て
い
る
点
、
三
菱
と
対
照
的
で
あ

っ
た
。
ま
た
、

三
菱
は
石
炭

(銅
)
の
販
売
機
関
と
し
て
小
規
模
な
営
業
部
を
も

っ
て
い
た
の
に
対
し
、

三
井
は
三
井
物
産
が
三
井
鉱
山
と
対
等
の
利
益
を
収
め
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

一
方
、
三
菱
の
収
益
の
う
ち
、
鉱
山

・
炭
鉱
の
比
率
の
高
さ
は
圧
倒
的
で
、
そ
れ
に
造

船
の
収
益
を
加
え
れ
ば
、

三
菱
は
流
通
で
は
な
く

生
産
を

中
心
と
す
る

財
閥
で
あ

っ

た
。
こ
う
し
て
、
三
井
財
閥
の
収
益
源
が
物
産
と
炭
鉱
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
三
菱
財
閥

の
そ
れ
は
鉱
山
と
炭
鉱
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
三
菱
財
閥
形
成
期
に
お
い
て
炭
鉱
が
ど
の
よ
う
な
重
要
性
を
占
め
て
い
た

か
を
、
そ
の
他
の
部
門
と
の
比
較
に
お
い
て
収
益
比
率
を
算
出
す
る
と
表
7
が
得
ら
れ

る
。
三
菱
合
資
成
立
ま
で
の
八
年
間

(
一
八
八
六
～
九
三
)
で
み
る
と
、
三
菱
の
全
収
益

の
平
均
年
四
〇

・
七
%
が
炭
鉱
よ
り
の
収
益
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
鉱
山
収
益
は
六

・

九
%
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
、

両
者
合
計
で
は

平
均
四
七

・
六
%
を

占
め
る
。
さ
ら

に
、
鉱
山

・
炭
坑

・
営
業
の
三
部
制
を
と

っ
た

一
九
〇
八
年
ま
で
の

一
五
力
年
間
で
は

炭
鉱
の
比
重
は
二
三

・
五
%
に
減
じ
、
鉱
山
が
四

一
・
二
%
に
増
え
る
。
そ
し
て
炭
鉱

・
鉱
山
合
計
で
は
、
平
均
六
四

・
七
%
と
、
さ
ら
に
比
重
を
増
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
と
と
も
に
、
営
業

(商
事
部
門
)

・
造
船

・
土
地
建
物

(地
所
)
の
比
重
も

漸
増
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
炭
鉱
サ
イ
ド
か
ら
み
れ
ば
石
炭
を
輸
出
し
て
営
業
が
、
不
況
時
代

「炭
車
製
造
所
」
と
称
さ
れ
て
造
船
が
、
石
炭
で
潤
う
と
い
う
構
造
と
な

っ
て
い
る
。



と
こ
ろ
で
、
土
地
建
物
は
、

一
八
八
六
～
九
三
年
の
初
期
段
階
に
お
い
て

一
・
七
%
の

平
均
収
益
と
い
う
無
視
し
う
る
収
益
率
で

「
特
殊
的
寄
生
地
主
的
政
商
」
と
は
無
縁
の

存
在
で
あ

っ
た
。

か
よ
う
な
炭
鉱

・
鉱
山
中
心
の
三
菱
の
姿

は
、
次
の

一
九
〇
九

(明
治
四
二
)
～

一
九

一
七

(大
正
六
)
年
の
三
菱
鉱
業
成
立
直
前
の
九
年
間
、

い
さ
さ
か
も
変
ら
ず
、

五
〇

・
○
%
を
占
あ
る
。
か
く
て

一
八
九
四
～

一
九

一
七
年
の
二
四
年
間
の
平
均
は
五
七

.

五
%
に
達
し
た
。

し
か
も
、
炭
鉱

・
鉱
山
を
中
心
に
多
角
化
し
て
い
た
こ
と
は
、
リ
ス
ク
を
避
け
る
こ

と
を
可
能
と
し
た
。
三
菱
に
つ
い
て
こ
れ
を

み
る
と
、
前
掲
、
表
7
の
、

一
八
九
七
、

九
八
年
の
二
年
が
、
多
角
化
の
妙
味
を
い
か
ん
な
く
示
し
て
い
る
。
ま
ず
、
九
七
年

で

あ
る
が
、
日
清
戦
後
不
況
を
反
映
し
て
、
炭
鉱
の
利
益
は
大
幅
低
落
し
た
が
、
そ
の
と

き
鉱
山

・
造
船
が
好
況
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
翌
九
八
年
は
炭
鉱
が
回
復
し
た
が
、
鉱
山

が
低
落
し
た
。

造
船
は
大
幅
欠
損
を

出
し
た
が
、
営
業

(商
事
)
が
好
況
で
欠
損
を
そ

っ
く
り
補
て
ん
し
た
。
こ
う
し
て
、
三
菱
は
九
九
年
を
境
に
安
定
し
た
収
益
を
あ
げ
て

い
く
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、

明
治
初
期
か
ら

果
敢
に
非
鉄
金
属
鉱
山

(の
み
)
に
進
出
し
て
い
た
古

河
の
場
合

(表
-
、
参
照
)
、

一
八
八
五
年
以
降
、
下
山
田
な
ど
筑
豊
炭
田
へ
進
出
し
た

が
、
時
す
で
に
遅
く
、
創
業
者
古
河
市
兵
衛

の
銅
中
心
主
義
も
あ

っ
て
シ

ェ
ア
ー
は
明

治
後
期

・
大
正
期

へ
か
け
て
下
が
る

一
方
で
あ

っ
た
。
第

一
次
大
戦
を
契
機
に
古
河
財

閥
は
多
角
化

へ
転
じ
、
古
河
商
事
、
古
河
銀
行
な
ど
を
設
立
し
た
が
、
両
者
と
も
破
綻

に
追
い
こ
ま
れ
た
。
す
で
に

一
九
〇
八
、
九
年
に
組
織
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
化
を
完
了
し

て
い
る
三
井

・
三
菱
に
及
ぶ
べ
く
も
な
か

っ
た
。
金
城
湯
池
と
も
い
う
べ
き
炭
鉱
を
充

分
に
抑
え
て
い
な
い
古
河
は
、

浅
野

(夕
張

へ
進
出
し
た
が
同
鉱
は
三
菱
の
手
に
)
、
大
倉

な
ど
と
も
に
資
金
調
達
に
苦
し
み
、
二
流
財
閥
で
終
る
の
で
あ
る
。
大
倉
は
土
木
業
で

得
た
収
益
を
も

っ
て
製
鉄

・
炭
鉱
の
欠
損
を
補
て
ん
し
て
い
た
。

古
河
は

一
九
三
九

(昭
和

一
四
)
年
、
田
川
炭
田
の
大
峰

・
峰
池
を
買
収
す
る
が
出
炭

費
が
か
さ
ん
だ
と
さ
れ
、
古
河
の
戦
前
最
高

の
出
炭
高

(
一
六
三
万
ト
ン
)
を
示
し
た

一

九
四
〇
年
で
も
全
国
出
炭
高
の
二

・
九
%
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。

こ
の

一
九
三
九
年
四
月
か
ら
四
〇
年
三
月
ま
で
の

一
年
間
、
古
河
財
閥
は
自
家
用
に

ど
の
程
度
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
石
炭
を
消
費
し
て
い
た
か
を
み
る
と
四

・
九
%
に

す
ぎ
な
い
。
古
河
の
採
炭
地
が
九
州
筑
豊
に
限
ら
れ
て
い
る
の
に
、
関
連
事
業
は
関
東

地
方
に
集
中
し
て
い
る
か
ら
必
要
な
石
炭
は
他
社
か
ら
購
入
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
と
さ

れ
る
。
三
大
財
閥
に
つ
い
て
み
る
と
、
内
地
向
全
荷
渡
高
の
う
ち
準
自
家
用
先

へ
の
供

給
総
量
比
率
は
、
三
井
で
三
井
鉱
山
六

・
八
%
、
北
海
道
炭
礦

汽
船
八

・
九
%
、
三
井

物
産
七

・
二
%
で
系
列
三
社
平
均
七

・
五
%
と
低
い
。
住
友
は
二
四

・
五
%
と
高
い
が

石
炭
産
出
の
絶
対
量
が
少
な
い

(
一
六
五
万
余
ト
ン
中
四
〇
余
万
ト
ン
)
た
め
で
、
三
菱
は

一
六

・
八
%

(七
五
七
万
余
ト
ン
中

一
二
七
万
余
ト
ン
)
で
比
率
も
絶
対
量
も
高
く
、
有
機

的
関
連
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。

最
後
に
、
本
稿
の
始
め
に
提
出
し
て
お
い
た
問
題
に
も
ど
る
と
、
鉱
業
を

「原
始
産

業
」
と
い
い
、
こ
れ

へ
財
閥
が
進
出
し
た
こ
と
を
も

っ
て
財
閥

の
体
質
の
古
さ
を
証
明

し
た
も
の
と
い
う
の
は
疑
問
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
か
れ
ら
が
炭
鉱

・
鉱
山
へ
進
出

し
た
の
は
経
済
的
機
会
が
そ
こ
に
あ
り
、
他
に
収
益
を
生
み
だ
す
べ
き
産
業
が
な
い
場

合
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ

っ
た
。
三
井
が
ま
ず
物
産
、
銀
行

へ
進
出
し
、

の
ち
炭

鉱

へ
で
て
い
き
、
重
化
学
工
業
進
展
を
背
景
に
大
正
末
期
、
製
鉄

・
化
学
工
業

へ
進
出

し
て
い
く
こ
と
は
、
日
本
資
本
主
義
の
発
展
を
身
を
も

っ
て
表
わ
し
て
い
る
。
三
菱
に

し
て
も
、
ま
ず
海
運
業

へ
、
や
が
て
炭
鉱

・
鉱
山
の
利
潤
を
も
と
に
、
大
正
期
、
製
鉄

業
、
造
船
業
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
、
何
の
保
守
性
も
み
い
だ
せ
な
い
。
あ
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
日
本
資
本
主
義
の
発
展
が
、
先
進
諸
国
に
対
し
て
遅
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
、
資
本
主
義
発
展
の
ズ
レ
が
日
本
産
業
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
財
閥
に
体
現
さ
れ
た

と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

⑳

運
輸
省
鉄
道
総
局

『
石
炭
鉱
業

の
展
望
』、
運
輸
調
査
局
、

一
九

四
七
年
、
四
〇

ペ
ー
ジ
。

22

山
田
盛
太
郎

『
日
本
資
本
主
義
分
析
』
岩
波
書
店
、

一
九
三
四
年
、
七
三
ペ
ー
ジ
。

㈱

前
掲

『
三
菱
鉱
業
社
史
』
、

二
〇
六

ペ
ー
ジ
。

⑳

大
倉
財
閥
研
究
会

「大
倉
財
閥

の
研
究

①

②
」

、
『東
京

経
大
学
会
誌
』
九
四
、
九
五
号
、

一
九
七
六
年

一
月
、
三
月
。

㈲
㈱

日
本

経
営
史
研
究
所

『創
業

一
〇
〇
年
史
』
、
古
河
鉱
業
、

一
九
七
六
年
、

四
六

一
、
四

七
〇

ペ
ー
ジ
。



表1 お もな鉱 山 ・炭鉱の開鉱 ・入手者(明 治初～1889)

鉱種

金

銀

銅

官 鉱

2佐 渡(新 潟)

→29三 菱

6大 葛 ・真金

(秋田)

→18阿 部潜

→21三 菱

1生 野(兵 庫)

→29三 菱

2小 坂(秋 田)

→17久 原庄

三郎

8院 内(和 田)

→17古 河市

兵衛

8阿 仁(秋 田)

→18古 河市

兵衛

民 鉱

半 田(銀)*

美 含

大 森(銀)*

羽 島

鹿 籠

尾去沢(銅)*

吉 岡(銅)

日三市

小真木

軽井沢

大 鳥(銅)

神 岡(鉛)

所 在

群 馬

兵 庫

島 根

鹿児島

鹿児島

秋 田

岡 山

秋 田

秋 田

福 島

山 形

岐 阜

錫

石

炭

幸 生

草 倉

足 尾(銀)

軽井沢(銀)

広 谷

太 良*

不老倉

別 子

西ノ川

面 谷

槙 峰

市 ノ川(鉛)

鹿 野

6三 池(福 岡)
→21三 井

7高 島(長 崎)
→7後 藤象

二郎
→14岩 崎弥

太郎
12油戸(山 形)
→17白 勢成煕

(29三菱)

鯰田新 入

端 島

勝 野

常 磐

山 形

新 潟

栃 木

福 島

新 潟

秋 田

秋 田

愛 媛

愛 媛

福 井

宮 崎

愛 媛

山 口

福 岡

福 岡

長 崎

福 岡

福島・茨城

経 緯 (数字は明治年)

7五 代友厚18五 代竜作

16発見20古 河市兵衛

20藤 田伝三郎

7五 代友厚8郡 答院重義

元和3島 津家16五 代友厚

21三菱

19阿部彦太郎

5岡 田平蔵12鉱 業会社20三 菱

6岩 崎弥太郎

13瀬 川安 五郎(29三 菱)

17杉 本正 徳(東京鉱 山会社)20三 菱

12古 河市兵衛

14浅 野総一郎(28古 河市兵衛)

19三 井

8古 河市兵衛

8古 河市兵衛(浅 野幸兵衛 と)9古 河市兵衛

1日 光 県4民 営6福 田欣一10古 河市兵衛

7森 田晋三11古 河市兵衛(大 島高任 と)14古 河市兵衛

14古河市兵衛

18古河市兵衛

南部家20古 河市兵衛

元禄3住 友(1住 友)

12小笠原次郎20河 端熊助22住 友

7岡 利右衛門 ら14秋 田弥右衛門21三 菱

伊福久平21三 菱

17愛媛県19藤 田伝三郎

19発見(27三 井)

13麻 生 太 吉22三 菱

16帆 足 義 方15～19三 野 村 利 助22三 菱

(川村純義22三 菱

鍋 島孫六郎23三 菱

22日 本郵船(29古 河市兵衛)

16浅野総一郎

〔出典〕明治工学会 『明治工業史鉱業編』よ り作成。

古河鉱業 『創業100年 史』,三 井金属r神 岡鉱山史』,三 菱 鉱業 セ メン ト 『三菱 鉱業社史 』で訂正。

〔注〕*は 一時官行 された ことがあ る鉱山。
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表2 高島炭鉱の出炭量

(1875～1894)(ト ン)

表5 明治年間,三 菱が入手した炭鉱

(1871～1911)

年 次 出 炭 量 経 営 事 項

1875(明 治8)i

76("9)}

77(〃10)1

78(〃11)、

79(〃12)1

8・(〃13)1

・875-188・1

125,060

101,760

93,259

150,184

187,271

230,8951

後藤象二郎 経営

SSS・42gl(後 麗 営時代纐)

81("14)1
E

82(〃15)1

83(〃16)

84(〃17)

85(〃18)

86(〃19)

87(〃20)

88(〃21)

23偽665{認 癒 菱(岩 嚇 太

254,686

236,8811

226,9111(二 子 島払 受 け)

258,1881

270,397{

302,085i

306,5481(高 島 炭 鉱 事 件 発 生)
1

・88・一・888隔 ・93・36・1儲 弓1受け後8輔

89("22)[

1890(〃23)

91(〃24)1

92(〃25):

93("26)}

94(〃27)1

1
265,007

231・924i(鵜 買収)

166・7241

180・758i

124,5921

120,208(上 山 田 買 収)

1(細 噺 入買収)

・881-・9181…6鈎1931暴 翻 業成 立直前 ま

入 手 引 炭 鉱(○は主要事業所)1所 在

1871(明 治4)

1881(〃14)

1884(〃17)

1885(〃18)

1889(〃22)

1890(〃23)

1891(〃24)

1894(〃27)

1895(〃28)

1896(〃29)

1898(〃31)

1900(〃33)

1908(〃41)

1910(〃43)

1911(〃44)

萬歳 ・音河

○高島

伊王島 ・沖ノ島 ・
中 ノ島*・〇二子 島*

松 島

○新入 ・○総田

古賀山

○端島

碓井

佐与

横島

下山田・○上山田

○方城

瑞穂

鴨生 ・有井

直方

油戸*

○牧山骸炭製造所

○相知

牟田部

○金田

○芳谷

和歌山

長 崎

長 崎

長 崎

福 岡

佐 賀

長 崎

福 岡

福 岡

長 崎

福 岡

福 岡

長 崎

福 岡

福 岡

山 形

福 岡

佐 賀

佐 賀

佐 賀

佐 賀

〔出典〕 『三菱鉱業社史』 より作成。

〔注〕①*印 は払下げに より入手 した炭鉱。

②なお,北 海道進 出は正式 には大正初年。

〔出典〕三菱石炭 鉱業高 島磯 業所調。 トン未満切捨て。

表4 10大炭鉱事業者 の出炭 シェアー (1910=明 治43)

順位

1

2

3

4

5

事 業 者

三 井

三 菱

北 炭

貝 島

明 治

シ ェア ー

(%) 所 有 炭 鉱

19.6

13.4

6.8

三 池 ・田川 ・本 洞 ・山 野

高 島 ・相知 ・新 入 ・鮒 田 ・上 山 田 ・金 田 ・方城

張 一 ・ 二 ・幌 内 ・空 知 ・幾 春 別

大之浦 ・大辻 ・津波黒

明治 ・赤池 ・豊国

官 業 二瀬 ・御徳 ・新原 ・大嶺

古 河

常 磐

麻 生

住 友

塩頭 目尾 ・下 山田

内郷 ・小野 田

芳雄 ・豆田

忠隈

小 計 67.410,466,267(ト ン)

そ の 他 i32,,l
Li

5.069,018

全国総計

〔出典〕高野江基太郎 『増訂再版 日本炭礦 誌』よ り作成。
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表5 三 菱 ・三 井 ほか の 出 炭 量 シ ェァ ー(1892～1917)' (%)

西暦(明治年) 三菱(入 手炭鉱) 三井(入 手炭鉱)

1892(明 治25)

93(〃26)

19.9

15.4

15.4

18.1

北 炭 古 河

94(〃27)

95(〃28)

96(〃29)

97(〃30)

98(〃31)

99(〃32)

1900(〃33)

01(〃34)

02(〃35)

03(〃36)

04(〃37)

05(〃38)

06(〃39)

07(〃40)

08(〃41)

09(〃42)

1910(〃43)

11(〃44)

12(大 正1)

13(〃2)

14(〃3)

15(〃4)

16(〃5)

17(〃6)

10.5(上 山 田)

10.7(方 城)

10.8(油 戸)

11.5

9.4(骸 炭 製 造所)

10.0

9.3(相 知)

8.5

7.5

8.5

10.0

9.7

7.6

8.4

8.6

8.9

13.4(金 田)

13.5(芳 谷)

14.1

13.4(芦 別)

12.4

12.5(美 唄)

13.1(大 夕 張)

12.0

9.2

13.6(山 野)

14.6

12.2

11.2

11.0

13.5(田 川)

14.6

15.0

17.0

17.7

16.0(美 唄)

15.6

15.7(本 洞)

16.3

17.6

19.6

19.5(登 川)

19.5

18.9

17.8(砂 川 ・松 島)

16.6(川 上 ・石 狩)、

15.91

14.6

10.sl

15.6

騨 下山田)
7・2i

&・{(曙畠

10.gI

8。2

8.2

8.2

8.5

9.3

9.3

8.6

8.5

8.8

7.3

7.7

8.3

6.8

5.7

5.7

5.0

6.1

7.6

7.7

7.9

2.1

2.5

1.

3.9

4.2

4.6

2.6

3.

3.7

3.

3.2

3.

3.2

2.

2.5

2.8

2.8

4。2

4.1

〔出典〕各社の数値は三菱鉱業 セ メン ト(株)内 部史料,『 三井鉱山五十年史稿』,北 炭 『七

十年史』,古 河 「創業100年 史 』,全 国出炭の数値は東亜経済調査局 『本邦を中心

とす る石炭需給」,r本 邦石炭事情」。
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表 6 三菱 ・三井の炭鉱 ・鉱山 ・商事部門収益(1886～1920)

△は欠損(千 円)

年 次

1886(明 治19)

87(

88(

89(

90(

91(

92(

93(

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

20)

21)

22)

23)

24)

25)

26)

1894(

95(

96(

97(

98(

99(

1900(

01(

02(

03(

04(

05(

06(

07(

08(

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

27)

28)

29)

30)

31)

32)

33)

34)

35)

36)

37)

38)

39)

40)

41)

1909(

10(

11(

12(

13(

14(

15(

16(

17(

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

42)

43)

44)

1)

2)

3)

4)

5)

6)

18(〃

19(〃

20(〃

7)

8)

9)

菱 井

炭 鉱

513

693

574

610

897

483

447

176

69

287

214

86

748

919

384

533

417

367

185

341

933

707

883

560

512

532

566

715

1,378

214

△127

1,642

3,404

うち総 田
炭 鉱

9

43

54

△16

78

117

110

100

149

113

97

157

375

289

362

278

129

148

140

256

614

296

179

352

582

鉱 山

47

74

213

12

△5

87

124

164

営 業

161

279

249

281

196

1,002

1,552

816

558

809

1,322

1,547

2,193

2,292

1,040

1,117

1,562

1,626

1,798

1,817

1,063

2,952

4,745

3,994

364

11

47

9

3

194

108

125

238

161

109

183

233

242

272

243

501

940

375

600

1,046

1,253

1,004

1,425

2,807

3,998

三井鉱山

334

583

545

327

631

955

1,208

1,126

805

1,878

1,809

1,318

1,863

1,866

2,044

2,257

3,964

3,716

2,478

農ち三釧

15

185

219

25

562

三井物産

829

1,115

973

743

1,854

1,768

1,124

1,302

1,129

1,465

1,562

1,658

3,850

3,837

2,752

2,456

2,736

2,468

2,876

2,848

2,693

2,025

1,571

4,249

11,399

14,057

12,536

302

632

1,087

8,497

1,123

1,718

1,868

1,354

1,686

1,532

1,668

2,210

2,346

2,187

2,050

1,064

1,972

4,504

6,015

5,361

5,218

3,960

7,055

19,182

32,187

36,464

19,864

16,395

『三 菱鉱業 社史』,

千 円未満切捨 て。

『三井 文庫 論叢』第3号,第5章,第7号(加 藤 ・橋本 ・松元論文)ほ かより作成。
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表7 三 菱 の 部 門 別 収 益 比 率(1886～1908)

△は欠損(%)

年 次

1886(明 治19)

87(〃20)

88(〃21)

89(〃22)

90(〃23)

91(〃24)

92(〃25)

93(〃26)

累 計 平 均

1894(明 治27)

95(〃28)

96(〃29)

97(〃30)

98(〃31)

99(〃32)

1900(〃33)

01(〃34)

02(〃35)

03(〃36)

04(〃37)

05(〃38)

06(〃39)

07(〃40)

08(〃41)

累 計 平 均

年次収益額
(千円)

1,238

1,336

1,419

1,352

1,708

1,212

1,191

1,058

10,514

464

1,225

1,021

695

1,127

2,301

2,494

2,369

2,219

1,667

2,410

2,825

4,074

3,737

2,579

31,207

a

炭 鉱

41.5

51.9

40.5

45.1

52.6

39.9

37.5

16.7

b

鉱 山

3.9

5.6

15.1

0.9

△3.0

7.2

10.5

15.6

40.7 6.9

14.9

23.4

21.0

12.4

66.4

39.9

15.4

22.5

18.8

22.0

7.7

12.0

22.9

18.9

34.2

23.5

34.7

22.8

24.3

40.4

17.4

43.6

62.2

34.4

25.1

48.5

54.8

54.8

53.8

61,4

40.4

41.2

(a+b)
炭鉱+鉱 山

C

営 業

45.4

57.5

55.6

50.0

49.6

47.1

48.0

32.3

47.6

49.6

46.2

45.3

52.8

83.8

83.5

77.6

56.9

43.9

70.5

62.5

66.8

76.7

80.3

74。6

64.7

(
売 炭 店

大阪支店

神戸 〃

門司 〃

若松 〃

長崎 〃

唐津 〃

小樽 〃

上海 〃

漢口 〃

香港 〃)

2.4

3.8

0.9

0.4

17.2

4.7

5.0

10.0

7.3

6.5

7.6

8.3

5.9

7.3

9.4

6.4

d
造 船

5.2

2.7

3.7

4.1

3.6

4.5

4.1

6.0

4.2

32.3

38.4

41.5

17.6

△19.2

3.6

△0.5

19.0

25.5

△2.6

7.6

13.8

11.1

2。7

2.7

12.9

e

土地建物

0.4

1.1

1.4

2.4

1.9

2.9

3.0

0.1

1.7

13.6

6.1

10.6

12.5

8.6

5.5

6.1

6.7

8.6

11.7

9.1

7.5'

3.8

7.9

9.4

8.5

〔出典〕r三 菱鉱業社史』 より訂正,算 出。%は 小数点以下2位4捨5入 。

上表 の原史料 は 『二代 社長時代」,下 表 は三菱合資 『社誌」。
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